
 

平 成 ２３ 年 度 事 業 計 画 書 
(平成２３年４月１日～平成２４年３月３１日) 

 
 
 
 
●事業計画の概要 
 
 １．中小企業勤労者福祉に関する調査研究事業 
 
 
 ２．中小企業勤労者福祉に関する各種研修会、講習会事業 
 
 
 ３．中小企業勤労者福祉に関する情報提供事業 
 
 
 ４．中小企業勤労者のための勤労者福祉事業 
 
 
   （１）在職中の生活安定に関する事業 
 
 
   （２）健康の維持増進に関する事業 
 
 
   （３）老後生活の安定に関する事業 
 
 
   （４）自己啓発・余暇活動に関する事業 
 
 
   （５）財産形成に関する事業 
 
 
 ５．その他センターの目的を達成するために必要な事業 
 
  （１）会員加入促進事業 



 

●事業計画概要 
 財団法人東村山市勤労者福祉サービスセンターは、中小企業のより一層の発展と、そこに

働く会員及び家族が豊かな生活を送れるよう、多様化する会員ニーズに対応する総合的な福

利厚生事業を推進し、勤労者福祉の向上と中小企業の振興、発展に寄与すべく事業を展開し

ています。 
しかし最近の傾向として、サービスセンターが主催するツアーなどの企画事業は、メニュ

ーや内容によって、参加が少ないため中止のやむなきに至るものもあります。一般社会にお

ける余暇利用のサービスの種類も増え、嗜好も多様化しているなどの要因が考えられます。

そこで、試行錯誤をしながらも、事業そのものの検討や事業の実施方法・内容を検討し、魅

力あるサービスメニューにしていく必要性を感じています。そこで、人気のある遊園地等の

施設利用券の斡旋や各種公演チケット等のジャンルの更なる充実を図ると共に、ニーズに合

った事業・サービスを開発し、多くの会員の皆さんにご利用いただき、喜んでいただけるよ

う努力して参ります。 
また、広く迅速に、新しいお得な情報を周知し、これまで以上に利用者・参加者の増を図

っていく必要があります。昨年度から、ＰＣサイトのホームページに加え、携帯電話で事業

メニューを閲覧できるモバイルサイトを開設し、携帯電話の有用性を活用してさまざまな新

しい情報を掲載するとともに、メールによるお得な情報をこまめに配信し、会員に多くのメ

リットを提供できるように努めています。 
財務状況につきましては、従来行ってきた経費節約等による支出縮減などの対策により、

国・都補助廃止後の平成２１年度以降も、事業に支障を来すことなく順調に推移しておりま

すが、一段のサービス充実・向上にはまだまだ厳しい状況にあると言えます。引き続き支出

縮減に努め、会員増強にも努力してまいります。 
 
 
１．中小企業勤労者福祉に関する調査研究事業 (寄附行為第 4条第 1号関係) 
 労働環境、余暇活動及び福利厚生の向上を図るため、各種関連団体に加入し、各機関と連

携をはかり、魅力ある事業運営を行うための施策、課題等について情報交換、情報収集を行

い、利用会員の要望に応じた総合的な勤労者福祉の増進を図る。 
 

（１）勤労者福祉施策研究会等への参加 

主 な 団 体 回数等 

・社団法人全国中小企業勤労者福祉サービスセンター  

随時 
・東京都中小企業勤労者福祉サービスセンター協議会  

・東京都市勤労者共済団体連合会 

・近隣８市（小金井・国立・立川・稲城・西東京・東久留米・昭島市） 

 
 
２．中小企業勤労者福祉に関する各種研修会、講習会事業 (寄附行為第 4条第 2号関係) 
 生活に役立つ講座や自己啓発のための趣味講座等を開催する。 
 

（１）各種教養講座 

事  業  名 回数等 予定人数 
・趣味講座（自己啓発増進のための講座） ２回 ４０人

・健康講座（本町保健推進員会等との共催） １回 １００人

・関係団体等が実施する講演会等の情報提供 随時 ― 
 
 
３．中小企業勤労者福祉に関する情報提供事業 (寄附行為第 4号第 3号関係) 
 会報「サービスセンターだより」を年６回奇数月に発行し、事業の周知、センターからの



 

お知らせや生活に役立つ情報等を提供する。常に最新の情報がお届けできるよう、パソコン

によるホームページと携帯電話用のホームページを運営し、事業内容の紹介やお得な情報を

会員に提供する。 

事  業  名 回数等 

・会報「サービスセンターだより」の発行（各回１，９００部） 年６回 奇数月 

・携帯電話とパソコンによるホームページの運営 通年 

 

４．中小企業勤労者のための勤労者福祉事業  (寄附行為第 4 条第 4号関係) 
（１）在職中の生活安定に関する事業 

 勤労者が安心して働ける環境づくりを図ることを目的として、各種給付並びに教育・医療・

物品購入のための生活資金融資あっせんを行い、利用会員の生活安定のバックアップを図る。 
 
①慶弔等共済事業 

 財団法人全国勤労者福祉・共済振興協会と「慶弔(自治体提携用)共済（やすらぎ）」と契約

して実施する。 
事  業  内  容 回数等 予定人数 

・祝 い 金 結婚、出生、小学校入学 

通年 ２１１人 ・見 舞 金 重度障害、傷害、傷病 

・弔 慰 金 本人死亡、配偶者・親・子の死亡 
 
②生活資金融資あっせん事業 

 生活資金(教育・医療・出産・冠婚葬祭・住宅修繕資金・物品購入ほか生活に必要な資金)
を必要とする会員に、低金利で資金の融資あっせんを行う。  

取扱金融機関 融資額 融資利率 回数等 予定人数 

・りそな銀行 東村山支店 
１０万円 

～ 
１００万円

年１．８％ 通年 ３人 ・りそな銀行 久米川支店 

・中央労働金庫 田無支店 
 
 
（２）健康の維持増進に関する事業 

 利用会員の健康維持増進を図るため、健康診断や人間ドック受診に対する補助事業をはじ

め、会報「サービスセンターだより」での健康コラムの掲載、安価で人間ドックを受診でき

るよう関係機関と契約を行なう。 

事  業  名 回数等 予定人数

・健康診断受診補助    ２，０００円補助 
通年 

７５０人

・人間ドック受診補助（３５歳以上） １０，０００円補助 ２００人

・医療機関契約施設（人間ドック受診割引） 通年 ― 

・会報「サービスセンターだより」への健康コラムの掲載 ６回 ― 

 
 
（３）老後生活の安定に関する事業 

 中小企業勤労者の充実した老後生活の安定を図るため、年金・生きがい等に関する情報提

供等を行う。 

事  業  名 回数等 

・老後を見据えた老後生活設計のための情報提供を会報「サービスセンターだ

より」に掲載 
１回 



 

（４）自己啓発・余暇活動に関する事業 

●自己啓発事業 

 利用会員の職務向上や生涯学習等の自己啓発を助長するため、通信講座等を利用する場合

に補助するとともに、関連団体等が開催する講座等の情報提供を行なう。 

事  業  名 回数等 予定人数 

・ＮＨＫ学園通信受講料補助 通年 ５人 
・自己啓発講座等の情報提供 随時 ― 

 

●余暇活動事業 

 余暇時間を充実かつ有効に活用していただくため、会員同士や家族との交流を図るための

イベント・レクリエーション事業の実施、宿泊、観劇に対する補助、レジャー施設やコンサ

ート等のチケットのあっせん、割引券等の配布を行い、利用会員の余暇活動をサポートする。 
 

①宿泊旅行及び観劇鑑賞補助事業 

事  業  名 回数等 予定人数 

・宿泊旅行補助事業（年度１回３，０００円） 
通年 

１，０００人

・観劇補助事業（年度１回３，０００円） ７００人

 

②企画事業 

事  業  内  容 回数 予定人数 

・日帰り旅行 (潮干狩り、買物ツアー等) ４回 １４０人

・連合会合同２泊３日旅行（北海道方面） １回 １５人

・近隣８市合同１泊旅行（月岡温泉） １回 １０人

・夏休み企画（ディズニーリゾート等） １回 ３５人

・市内農園にて季節狩り １回 ６０人

・ゴルフ大会 １回 ８０人

・サンタクロースプレゼント宅配 １回 ２０人

・果物等 特産品のあっせん １回 ５０人

 
③施設利用補助事業 

事  業  内  容 回数等 予定枚数 

・西武ドームベンチサイドシート（法人会員） 随時 １５０枚

・西武園ゆうえんちファミリーパス（法人会員） 通年 ３，８６０枚

・プール利用券（レインボープール、サマーランド等） 夏期 ３４０枚

・ロンドフィットネスクラブ利用券 １回 ４１０枚

・Ｊリーグサッカー 随時 ２５枚

・新所沢レッツシネパーク映画鑑賞券 通年 １００枚

・テーマパークの利用券（サンリオピューロランド等） 通年 ４０枚

・コンサート、演劇、展覧会等のチケット 随時 ６００枚

・ホテル等レストラン食事券、ジェフグルメカード 随時 １３０枚

・ＪＯＹＬＡＮＤ契約施設（東武動物公園等） 随時 ４２５枚

・温浴施設利用券（極楽湯、箱根ユネッサン等） 随時 ６０枚

・連合会遊園地等レクリエーション施設統一契約 随時 ― 

 



 

④会員優待割引指定店事業 

 利用会員の福利厚生と地域振興のお役に立つよう、会員事業所のご協力を得て、サービス

センターの「会員優待割引指定店」として会員事業所と契約提携し、利用会員が割引料金で

物品等が購入できるよう利便を図る優待割引指定店事業を行う。指定店の拡大を進める。 

 

⑤優待協力企業等事業 

 会員事業所以外の企業等と契約提携し、利用会員が割引料金での利用や物品購入ができる

よう利便を図る割引販売事業を行う。優待協力企業の拡大を進める。 

 

⑥宿泊割引施設事業 

 各地の宿泊施設と契約し、利用会員及び家族が割引料金で宿泊できるよう利便を図る宿泊

割引施設事業を行なう。施設の拡大を進める。 

 

（５）財産形成に関する事業 

 利用会員の財産形成を助長するため、勤労者財産形成に係る普及啓発のための情報提供等

を行う。 

事  業  名 回数 

・財産形成のための情報提供を会報「サービスセンターだより」に掲載 １回 

 

 
５．その他センターの目的を達成するために必要な事業 

 
（１）会員加入促進事業 

 スケールメリットを生かした事業運営の実施、サービスセンターの活性化並びに自立化、

そして安定した運営を行うため、会員加入推進員の設置や紹介等に対する報奨制度等を設け、

会員加入促進を図る。 

事  業  名 回数 

・会員加入推進員の設置 通年 
・会員事業所等からの紹介による訪問説明 随時 
・会員事業所等からの紹介に対する報奨制度 随時 
・広告掲載（東村山市報、東村山市商工会報） 各１回 

 


